



























































































































　なお，“Hi, friends!”Lesson 3 には，“How many apples?”の表現がでてくるが，
基底構造は以下のように２種類あると考えられる。
　・ “How many apples are there?”（存在構文：第１文型の派生形， “How many 
apples”は文の主語）
　・ “How many apples do you have (want)?”（第３文型， “How many apples”
は文の目的語）
　Lesson 3 では同じ “How many apples?”として扱われているが，主語以外が省
略されているか，目的語以外が省略されているか，２種類の文が混在している。
　児童の発達段階から “How many N?” 以外の be 動詞や，主語と一般動詞が簡略
化され，発話しやすい形になっている（N は名詞を表す）。本活動で扱う表現でも
児童の負担を軽くするため，“Hi, friends!”の扱いに準じて “do you want?”は省
略した。N は通常，複数形で尋ねることになっている。これは，単数・複数両形の
返答が期待される場合，複数形で尋ねる表現が無標であるためである。返答は，複
数形なら “Two apples.” と可算名詞に複数を示す “s” をつける必要がある。一方，
普通名詞の単数形なら不定冠詞が必要となり， “One (an) apple.” と発話する必要が
ある。このため， “Hi, friends!” デジタルコンテンツでは，児童の混乱を防ぐため，
ほぼ全て複数形にて児童に提示し，単数形に関しては不定冠詞の “an” を用いず， 
“One apple” と数詞にて提示している。
　疑問副詞 “How” は， “Hi, friends! １” Lesson 2 の “How are you?” と本時で扱















るよう，本時では不可算名詞を用いることとした。なお，本時は Lesson 3 の導入
段階であり，本時で “How many N?”の表現に慣れさせ，後の授業で “How 
many apples?”等，複数形の “s”を指導した。児童は本時で “How many?”の表
現を習得しているので，新出表現の複数形 “s”に意識を集中して取り組むことが





台で買い物を楽しむ」状況の「買い物ごっこ」を楽しむ。その際， “How many 
Takoyaki?” “Two please.” といった対話に取り組ませることにした。
　対話の練習は，JTE （Japanese Teacher of English：T1）と学級担任（T2）が，




　T2: Taiyaki （たいやき） please.
　T1: How many Taiyaki do you want?
　T2: Six please.
　T1: Do you have money?
　T2: No, I don’t .
　TI:  Today is a special day. If you win the dice, you can get the foods! Let’s try 
(the dice).
　　（T2がさいころを振り，６の目がでる）
　T1: Here you are. （たこやきカードを６枚を渡す）



































　児童に “How many N?” の意味を理解させるため，JTE（T1）と担任（T2）の
（図１） （図２）
35









　a. T1: Dorayaki（どら焼き） Please.
　b. S1: （0.06） Dorayaki please. 
　c. T1: （-0.12） Dorayaki please? 
　d. S1: （-0.12） Dorayaki please? 
　e. T1: （-0.15） How many Dorayaki? 
　f. S1: （0.02） How many Dorayaki? 
　g. T1: （-0.15） How many Dorayaki? 
　h. S1: （-0.12） How many Dorayaki? 
　i. T1: （-0.09） Two please. 
　j. S1: （-0.26） Two please. 
　k. T1: （-0.07 ） Two please.
　l. S1: （-0.18 ） Two please.
　m. T1: （-0.07 ） Let’s try. 
　n. S1: （-0.14 ） Let’s try.
　o. T1: （-0.23 ） Let’s try. 






















スレコーダーを装着した S1の発話を分析したところ， “Dorayaki please.”の 












　a. A: Karaage （からあげ） please.
　b. B: How many Karaage?
　c. A: （3.3） Two please （7.6） See you.
　
　A は１回目の活動にも関わらず，（2a）の “Karaage please”と尋ねることがで
きていた。これは IWB を用いた反復練習で声を出し，その後の活動で話すことを
意識して取り組んだからだといえる。そして，B は （2b）“How many Karaage?”





　a. A: Ikayaki （いかやき） please.
　b. C: （.） How many Ikayaki?
　c. A: （3.0）（図を確認）Two please.
　d. C: （.） Let’s try.
　e. A: （6.3） Bye bye.
　
　A は（3b）の発話の後，3.0秒間の空白時間があった。いか焼き屋さんに注文す














































　a. D: Hello, （2.8） ろく，ろく，ろく （2.5） イエーイ （6.6） thank you.
　お店役の児童が“Dorayaki please.”の発話を待っているが，“ろく，ろく，ろく”







　a. D: Dorayaki please.
　b. E: How many Takoyaki?







D は IWB に掲示されている教材ではなく，他の児童の発言を資源として発話を学
んだと解釈できる。教室内を自由に歩き回れる活動には，傍参与者の立場から互い




　a. D: Karaage please （0.2） ろくろく。
　b. F: ええと，ちょっと待ってよ （0.4） How many Karaage?
　c. D: ろく。
　d. F: （0.2） Six.
　e. D: （.） Six.
　（サイコロをふる）
　f. D: （2.2） よっしゃ。
　g. F: やった。
　
　（７a）で，D は “Karaage please.” と自分から英語で話しかけた。それに対し，
F はどのように答えるのだったか，「ええと，ちょっと待ってよ」と思い出していた。
F は男児であり，外国語活動に取り組もうとする意欲が高い児童である。その後，
“How many Karaage?” と問いかけ，それに対し，D は「ろく」と日本語で答えた。









　a. G: Ikayaki please?
　b. D: （0.5） Nan（何） please?
　c. G: （0.3） ふふふ。
　d. D: （0.3） 何て言うん何て言うん。
　e. G: （0.6） How many.
　f. D: （.） 何て言うん。
　g. G: （0.1） How [many.
　h. D: [How many. 
　i. G: （0.2） Ika [yaki.
　j. D:  [Ikayaki.
　k. G: （1.9） One please.
　l. D: （.） OK, let’s try.
　
　D の「Nan （何） please?」は，「何個欲しいか，答えてください」という意味だっ
たようだ。「何個」が「何」になり，「答えてください」が “please”になっていた。
本人なりに英語での言い方を考えたのだろう。それに対し，G が「ふふふ」と笑っ
たので違和感を感じ，「何て言うん」と尋ねた。G が “How many”と伝えたとこ
40







　a. H: Ikayaki please.
　b. D: （.） Ah, how many Ikayaki?
　c. H: （.） Two please.
　d. D: （0.7） Let’s try.
　e. H: （.） OK, thank you. （1.8） おしいな。
　f. D: （.） あは。
　g. H: （0.3） See you.
　h. D: （0.1） See you.
　D は “Nan （何） please.”ではなく， “how many Ikayaki?” と， “How many” の
表現を用いることができていた。元々反復練習では人一倍大きな声で練習をしてい
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